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〔選 挙〕大統領選挙の結果（ 4) 大統領選挙の最終総合結果（22) 国会
議員総選挙の暫定結果（179)
〔経済一般〕 東パにおける経済開発の較差（28) Hindus流域開発計画の進渉状
況（29) 第 3次5ヵ年計画による東パ鉄道投資（87) 第3次5ヵ年計画最
終案（97) 東西パキスタン両州の較差縮少（99〕 第 3次計画によるパキス
タン東部鉄道への投資（110) 東ノξキスタンの物価上昇 (144) 国民総生産と
通貨供給との増加率（156) 第2次5ヵ年計画の暫定的結果 (182) 物価の
騰貴（195) 第2次5ヵ年計画暫定成果（198〕 第2次5ヵ年計画の暫定実
績発表（205〕 第2次計画下における東パキスタン経済成長（213) 第 3次
5ヵ年計画（222) 1965/66年度予算（233) 第2次5ヵ年計画の成果（236)
砂糖配給量の引下げ（263) 開発計画修正（279〕
〔農林水産業〕 第 3次5ヵ年計画における漁業開発（90〕 第3次5ヵ年計画に







〔輸出入〕 パキスタン・イギリス貿易（122) 第 3次5ヵ年計画の輸出目標
(136) 第3次計画の輸出目標引上げ（155) 東西パキスタン問12月の海上
貿易（163) 1964年の綿布輸出は新記録（183) 1964年のパキスタン綿糸輸




与（89) 中国の対ノfキスタン貸付0.6億ドノレ (155) ユーゴスラヴィアの信
用供与（164) 第 3次5ヵ年計画の所要外貨見積32億ドノレ（172) Indus河
流域開発計画に対する英国の援助（173) 第 3次5ヵ年計画初年度分の外貨援































































































































































































































































































































































-241- 一－ Xl -
パキスタン（12月）
した。 4月初め， 5月初めと 2回にわたって支払準備率をそれぞれ1.25%づ














































































るもので， 1965年 U！に結ばれたのは生果実 500万ノレピーのitJ7:f取iJI。 チェコスロ
ヴァキアとのノくーター協定は 1965年 3月に調印， パキスタン庄のジュートラ 鉱石
（マンガン，クローム，雲凶〉， 綿製品とチェコスロヴァキアの工作機械， トラク
ダー，ジーゼル発助機など，土木建築機械知の相互取引で，金額 3.5億ノレピー。 ポ















億ノレピーから 1964/65年度には9.26億ノレピーに (19.3%）増加。 これは主と









































































































































































































で， 1964年 9月，政府は茶の輸出禁止を解除，輸出割量を 400万ポンドと発


































































































政 :A ’口 経 済 対 外
1. 21大統領選挙（現職大統領アユブ・カン当選〕。
1. 4 Iカラチ争擾（～ 5）。
1. s I各種学生団体「受難日」開催。無期限スト宣言。
1. 16 I統一野党連合第 3回大会（～18,25～26）。
1. 21 I力ラチ各教育機関， 50日ぶりに再開。













2. 24 I 問パ州知事，必需物資価格調査委員会を設置。
3. 7 I第 2次5ヵ年計画暫定成果を発表。
4. 9 I中央政府商相，物価騰貴抑制を公約。
5. 23 I全国経済審議会，第3次 5ヵ年計画を承認。
6. s I経済計画委員会， 1964/65年度経済報告を発表。
6. 14 I 1965/66年度予算案を国会に提出。
中央銀行，公定割引歩合を 4%から 5%に引上。
6. 26 I国会， 1965/66年度支出予算を承認。
6. 29 I国会， 1965/66年度収入予算を承認。
7. 1 I第 3次5ヵ年計画発足。




8. 6 I外相p 国の主権を代償に経済援助を求めず，と。
関 係
2. s Iフランス首相一行来訪（～ 8)o 
2. 10 I A A文化セミナー開催（～14）。
2. 1s I中国からの融資援助協定調印。




3. 25 I中国副総理・外相陳毅来訪。 25日文化協定， 26日国
境確定議定書調印（～4.3）。
3. 21 Iラン・オヴ・ク＂／チュの武力衝突（～ 7.1〕。
4. 2 I中国総理周思来，ブカレストの帰途，大統領と協議
（～ 2〕。






s. s Iインド支配下力シミル住民， t革命評議会結成。
s. 24 Iインド軍，停戦ラインを越える。






9. 22 I大統領， 9.20付国連安保理事会要求受諾。 9.23停戦
を.6..A
















言。パ防衛条例，灯火管制，民間防衛令，その他防 9. 7 中央銀行，輸入信用状開設など抑制。 9. 27 
衛関係法規発令。野党，大統領支持声明。 9. 8 生活必需品取扱業者に暴利取締りを警告。
9. 9 一連の戦時経済法規公布。国防基金設置（～19）。
9. 23 I停戦実施。航空事業正常化。灯火管制解除。 カラチ野菜市場に適正価格遵奉を要望。
11. 5 
10. 261 「民間パイオニア軍」編制令を公布。 , 10.引銀行業者，輸出金優遇措置を発表。
10. 29 図書刊行条令を公布。 10. 29 全国経済審議会， 1965/66年度民間工業開発計画を修
正。
11. 71中央銀行株主総会， 1伺内 12. 10 












































































しかし，対民問信／弔i土年初で 1年前より 45％近くも膨張し， 10月末現在で国内信
用総額の48.5% ( l年前Jこは 40.4%）を占めることになったc 対公共部r1副liとの
差が縮少し それだけ民間部門の役割が増大したことは国内で歓迎されてはャ、ごMが，
同時に政府としては治主な信用膨脹を抑制L，物価il存立を抑制する必要が生じた（






( 2 ) -198 
パキスタン日誌































































































































































































201- 一（ 5 ) 
八三子スタン
市内至る所で・〕塁手！均］：IJ況賀行進がつづし、たc 先頭にパンドが立ち、群衆に γ 与力
一トと：tとをもちぅ "Ayub Zindabaclぺ“PakistanPainclahad門のスローウン宝泊、
カ：、げた。
最大の群衆は、 i(fit9から、自民をはじめ PML党棋をかかげご PoloGr乱、じに集
り，あるいは， パス， トラックラ 白羽車、 ジープ＼人力車， ！j二馬車；に来ってρ：）歩





Nawar Gardezi /i，西ノリ十l政府が1i!Jパキスタン糖業ヲ＇］{i勤者U一）ti'』；！定：最低賃金；t:v-:,> 
うに決企定した、 と発去した。
(1) 西ノ；_1:l白域士三地域に分ける o AJiiJJ≫X:は Lahm・e,iVIultan, þÿ R a w a l p i n d iÿHa-
hawr1lpurぅ 1--iyder日bad、Sargodha、Khairpur, Karachi) 日よ白J]lえは Pesha1,1，－：，二 De日
ra lsmail Khaη，Quetta, Kalat0 
(2) A地域に f一山、て：烈凍ガ働者 1日5）レピー， ) J (26日労働として、 1:)() 
ノレピ－0 ・＇［＇：熟棟 1f li:J4；レピーラ n 1041レピー J 不熟j事者一 lu :3ルビー‘ J 
78ルピー。
Ul) B地域につL、て：熟練背 1日4.50ルiプー， 月117Aピータ 半熟ャ十字← l












曹大統領，外交政策に持すろ住民を去明一大統領は APP記者 Daniel（三日川 lと
の単独記者会見でその外交上の態度を明かにし，次のように語ったコ






























ず司投票の白山も秘情も保証されなか vった。公正、 自由な選挙では Jinnah女史
の勝利は確実c すでに総投票8万のうち 3万が女史を支持したからである。
強迫と誘惑とに抗して Jinnah女史に投票した ？， )'jの選挙人に心から感謝す司る c
この投票l土決して無駄ではない 1 これは誇りであるごパキスタシ人民の政治的日







7名が逮捕され， Tangailで2名， Fari匂urで野党活動家4名， 学生7名が逮捕
されている。 また Sylhetでは野党指導者 PrasunkantiRoy （前地方議員〉と学生
1名が逮捕されている。
〔カラチ事件］
















側との聞に火器の応酬あり，現：場で 2名死亡， 4名重傷， 65名逮捕。ただちに調査・
救済活動に着手，同時に 5口午前7R寺まで外出禁止令を公布フ軍隊が警戒に当た、っ
ている。






































-205- ( 9 ）→ 
ン
優れた主導と不動の精神は期待できない。野党fJ)jの要求する完全な民主政治への復
帰は不毛な抗争を復原するにすぎない。 このような状態に 1958年， 大統領 Ayub
Khanはど下止符を打った」とのべた。


















1'1cu Yo，・LTimes紙は「東パキスタンでの反 AyuhKhan 派が破れたのは政府の農
村開発汁酉T(Rural Works Pro只ram）の成功によるので、あって， この計両により農






制レーダ－ ASR--4）が CENTOの活動の 1っとして操作されようとしている。
この Raclar施設は Karachi空港に設置され，航空管制センターが使用する。パキ
スゲン側要員はすでに米国連邦航空局で訓練をうけ，これらの施設を操作すること




























'.]) COPの各構成党による各党活動が， 一方では， その政党と政党にパック
された個人の利益とを大統領選挙の共通政策に優先させる道を聞き，他方では，











の民主勢力の固い統ーを守ることにより野党が 1つの政党で、あるようにする y 山こ
のためには，全国解放評議会をつくるべきである，（3）この NLCは COPの3攻
党， NDFの各政党からの代表3～4名で設立し， Jinnah女史を議長とし， lf.政
党として活動すべきである」。











③ Basic Democracies Sy号ternの如何なる段階にも選挙人団の任命制企汗さ
ず，この組織による官僚統制ラ官僚的形式主義を廃して，組、枠に人民の福tuトのた
めの自立的地方行政機構としラ民主政治のための訓練機関とすること。
, NAP 書記逮捕さる 東ノfキスタン NAP書記局員 AbdulHalimは東ベキ
スタン PublicSafety Ordinanceにより逮j甫された。また東パキスタン AL組織部
長 Tajuddinも｜司法にもとずき逮捕されている。
〔カラチ事件〕
' 5日，衝突再発－4日の争擾地区（Liaquatabad,Gujjar Nalla i可地区）に新
たな衝突がおこり，薪木商が放火され， 2階パス 1台も焼かれた。この際，警察隊は
75名（公式発表と食い違う〉を逮捕， トラック（スローガンをかかげた群衆を塔載）58




Civil Hospitalの発表によるとフ 4, 5両日同病院での死亡者8名， 収容重イ究者
一（ 12 )- -208-
ノミ£子スタソ
；土 4日50名， 5 H 201"i0 Jinnah Post-Graduate Medical Hospitalでは 4日の千九i
数57名（うち入院は名）， ほかに 4, 5日丙日で手当後帰宅者4:3名， 5日負傷14名
〈うちラ重傷 l名ラ銃弾によるもの 2名〉。公式発表によると， 4日夕の死亡者s寺う
〈うち， 2名；土警官の発砲により， 4名は GujjaτNalla付近での火傷による死亡λ
' 5日の争授再発にかんする西ノミキスタン州、l情報部の発表一一5日は平静にが過
した。軍隊，警察向L騎馬i誌の巡回瞥戒は続行。投石と 2階パス，薪木毘へのJ技火





























明を引用しフ対米関係の好転は望み薄だがラパキスダンの CEL¥'TO, SEA TO 
脱退は考えられないラとのべたり
〔対外関係〕





















曹諸外国首脳からの大統領への祝電 中国主席室1）少奇‘米国大統領 Lyn山 n













事業別には： 「製造業］が第 l{立で， I億0940万ノレピー（；総額の34.3%), 次



























































































Civil Hospital筋の伝えるところでは、 カラチ事件での死亡者は 1月4!=I以来20
宰？に上った。 4日だけで12名の死体が CivilHospitalに運びこまれ，検死に付せら

















































































Nizami-Islam J) Barisal地区委員， NAPの Barisal：書記なども含まれてし＼心，o 主
た Jamalpurで；ま NAPラALに属する 2人の：！！f党指導者が逮捕され，うちfJL＼；土選
- 215 －ー 一（ E! ,---
ノ：ごヤスタン’
三主人団であるs Gaffargaonでは学生 2人を含む 4人の野党活動家が逮捕されたo
Faridpurではさらに 1人を加え合計四人の野党活動家が逮捕されている。
暫東パキスタン政府，新聞公示一一東パキスタン政府は，野党が「政府は 1月2













た〉委員会は 3名（委員長は阿パエ「スダン州政府収入委員会委員 I.C. Khan他は





Awami Leagueの書記長SheikhMujibm Rahman‘Khairpur r泣域主.1uslinLeague 
総書記長 MaulanaShabihu1 Hasnain, Hyderabad 地域弁護士協会‘東パキスタン











































1',iJ し しラ高級な技術訓練を行うことになっている L このためには外
貨1'.?0万ノレーピーが支出され， 今後さらに外貨が割当られるはずコ Daccaの作業司If
崎場は Lahorでのものと同じでう技術訓練のため西パキスケンに赴く必要がなくな




一（ 21 ) 
パキスタン








女史を Naudero(Larkanaより 12哩）で引見， イギリスの関与しているノJキスタ
ンでの開発事業； lこっし、て討議L，外相 Z.A. Bhuttoも山席した。
8 EiLahore空港での記者会見によると、 パキスタンの開発事業に対する融；立に
かんする英国からの援助見通しも話題になり，同女史から大統領に説明したに
v世銀調査団， 5ヵ年計画の実績と見通した検討 世銀調査団との協議：i:1 )1
13 riまで Karachiで：主日行わ7,1ノラついで Lahoreヲ Daccaを／：民次訪問する二子三
協議の中心は第 2；大 5ヵ年計画の成果と経済の現状および第3次計画にお tプる外
国援助所要額である。計両委員会は目 F第 3；火5ヵ年計出初年度における外｝：？三日！J









Moharmτiacl Ayu b Khan 49ヲ951 21,012 28ラ939
:V1ohtararna Fatima Jinnah 28タ691 18,434 1仏257
K. M. Kamai 




























無効票 810 274 536 
T議会選挙投票日を 3月2lB, 5月5日と決定一 選挙委員会は国会議員選挙投
一（ 22 ）一 218 -
ハキスタン
＇，＼｛日を東西「 frパキスタンリ、H[rc7J時に 3Jj21日ラまた州議会選挙投票日を一斉に 5月5
口と定めた。また‘ b.・子議員にi:1主1てられた16議席にかんする選挙は 3議会ともl司
［！寺に 5月22日に行う。 8万の選挙人団は 3議会それぞれ150名の代議Eを選挙する
ことになる。
国会議員選挙の日程： 2)18日選挙人への告示， 2月16Hまでに立候補申請， 2 
)j 9日資格審査ラ 2月26Hまでに立候補辞退、 3 n21日投票， 3 )-j 25日投票結果の
発Jミ。
州議会の場合： 3月25H選挙人への告示， 4月2Hまでに立校補申請ラ 4月3日
資格審査ァ 4月12日までに立候補撤回ラ 5月5日投票、 5 Jj 9日投票結果の発表。
女子議員の選挙： 5月10H召集される議会で，女子国会議員6名（各州より 3名
寸ミつ〕タ 女子州議会議員各州各々 5名の選挙を行う旨を告示する。この場合， 5月
14日までに立候補申請， 5月15日資格審査， 5月19Hまでに立候補辞退， 5月22日
投票F 5月23日投票結果発表。




村の COPに対し最近逮捕された COP指導者， 活動家のリストを作成し，提出す
るよう要請した。
曹西パ州議会の開会一一回ノfキスタン州議会は予定通り 1月8日午前 9時から
::VIoharn.mad Anwar議長によって開会されたが、 MirraMazhar Hussainの死亡
(Lahore到着後まもなく 7日心臓病で）を悼んでただちに休会に入 I)' 11日より再
開lこ決し7こO
〔学生運動〕
' 「受難H」の｛在しと無期限スト宜言一一 Ka了血achiの各学主団｛半；土 8日「受難日」
(1953年A学生の要求貫－徹運動で
しfこ。その」：会場今は MartinRoa仁lの lmambaraShah但i-N江jafラ ごi：出者は AllPaト
ties Students Action Committee。
A A. Lari （イスラム法科大学学生委員会書記長－）は，要求貫徹に至るまで無期
限に学生ストライキを続行する，と主張したo
?vfairaj Mohammad （同 ActionCommitt印書記）は学生に団結をよびかけ， Ka-
rachi 市最近の事件における学生活動者に対する攻撃 (1名死亡）を非難し， =r-1法
円 219-- ( 23 ）一
パキスタン
調査を要求した。








主な出席汗： 〈パキスケン側）外務次官 AzizAhmed （英国側〉英連












6436名に達した。このうち 4万8288名は Assam州からの，またフ 8148名は Tripura


























曹 PMLの選挙対策委員会活動開始一一PakistanMuslim League 中央議会選手伝t
策委員会を今週中に設置するとフ 9日｜司 League書；記長 AbdulWaheed Khanは
PPAとの単独記者会長でのベた。
同委員会の任務は同党国会議員候補者の指名である。問委民会は14名からなりラ















































































































盲率が高い。次いで文盲率の高いのは Rajshahi地域（83.4%), Chittagon (80.4 











f Hindus流域開発計画の進渉状況 l-Iinclus流域開発計画のうちの 5大 Bar～
























v東パ National!Democratic Frontは野党各派の解散を決議－EastPakistan 
National Democratic Front は緊急会議で次の決議を採択した。
(1) 民主政治再興の目擦が完全に達成されるまで，統ーされた 1つの民主的指
導部の下で民主政治の斗争を実施するための厳粛・な決意の表明としてヲ一切の野
























borough Houseで英連邦事務Jc.}The Commonwealth Secretariatの開設ラ その
構成，任務などにつき英連邦加盟19ヵ国代去が参集して協議i+10 これに関連して
インドとパキスダンとは事務総長の椅子を繰り競争することにな Jノたc ノミこ干スタ〉









































227一 一（ 31 ）一
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Karachi, Chiltagong を除外したことを差別待遇とみ， 理由がないとして非主主して
一（ 34 ) --2:30-
パキ一六な〉／




























'f Bo山 DemocraciesSystemの改組一一企Thatta地域の UnionCouncils ;:t ;・hatta 
地域弁務官を通じてち｜凶ノリ十！知一事に， i大の事項にかんする見解、批判の中逆三命ぜ














































































阿 国内通貨貸付 110万ルピー一一一道路交通組織の改善。 使途一一束パの


















しているので、 この提案が法認される， と諮った。すでに Peshawarの i¥'ational












V 外相 Bhuttoのモスコウ会談と米紙の反応 Bhutto・Gromyko会談は午前，午
後にわたっておこなわれた。この訪問とパキスタンの外交政策とにかんして米英の
新聞紙は次のように解説。
'The 1-Vashinp;ton Post 
(1) モスコウはパキスタンのじEN'I、0, SEATO脱退を強要しない。













(2) アフリカ関係諸国の競争と不和ο 国連総会議長に大統領 Qw出on・Sackey
を推挙したときの団結は望めないc
, Afro-Asian Islamic Conference J十両の進民 一インドネシア代長団〔6名）





















































































Vパキスタン農業開発銀行ヲ 対茶園貸付を承認 貸付総額500万ノレピー， 吋象
茶園：束ノミキスタンの140
























taccaviの経費（15.9]JJレピー〉， Thal Development Authoτiわすから水力・電力開
発日が引継ぐ電力事業にかんする帳簿調整にかんする経費 (12.3万ルピー〕である。




宛先： PakistanAwami League総裁， Nizam-i-Islam党首、 NationalAwami 
Party事務総長， CouncilMuslim League事務総長ラ Jamaat-i-lslami総裁。
;Jljに書簡を送付した先： NationalAwami Pεtr吋総裁ラ EastPakistan Awami 









一（ 42 ) 一 -238-
ノミキスタン
同意見。































239- 一（ 43 ）一
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画 RegionalCooperation for Development (RCD）の諸提案情報とをインドネシア
に送り，この R仁D[fl)盟にパキスタンが協力する意向を質したのなおこの諸提案は
すでにインドネシアの事情を考慮に入れてし、るという。























































































-245 - 一（ 49 ）一





















品 目 輸出数量 外貨取得（単位：万ノレピーj
イ：i 奇 11万トン 363 

























d) 1964年船舶業（改rI:）令 (19641,f.大統領令第 4号）
同 1964年難民法（改正）令 (1964年大統領第4号）
パ 1964年大統領選挙（改1:)令 (1964年大統領令沼11サ〉









(4) 大統領選挙 Ccx正〉令2件のうち， 弓つは選挙費用補墳ーのため悦補者に支
給される10万ルピーの廃止と大統領候補者選衡会への大衆の参加禁止わいずれも
討論なくう採択。
V統一野党連合第 3回大会聞く 一統一野党連合 COPは1964年 7月結成以来3


























































／ えっ ＼ －






















(ii）の合計額を超える分で剖当額の 100% （従来は 200%）に相当する額まで
については公定歩合より巧%高の金利（v）以上 4つの超過額の合計を超える借
入については公定歩合より 2%高の金利。


























（平fi'r: 億ノレピー） 1964年 1964年 þÿX—；＇屯
第 2四半期 第 1四半期
怪／nザJ定
ろ，292 10.428 ━━２，１３６
フ支払 10,441 1L856 -l祖－HS
〆」 支払超過 2.119 l 429 十（1,7'.?l 
貿込勘定
5.509 6.875 一［、：Hi付
輸入 7 .109 7.684 - I) 6,S 
入起 1.600 0.809 寸IJ.791
長持外勘定
（援助融資輸入 1.028 l.910 一U.広三（｝
支払超過 0.549 0.620 -() 071 
外［J－：］からの援助と｛言用との使用 l.177 2.065 -().888 
資本勘定 直（接現外金資の投み資〉
0.06符 0.042 十0.02（ミ
貸付，長期債務 1.840 þÿÿ .280 -l 440 
契約上の（賞選 0.3:39 0.294 十（1CM日
主要国山内訳（単位 億ノレピー，ーは支払超過？十は受取起過）
米国 -1.174 : その他のポンド地域／（中東・ 1軍、）ナ1.137 
東など
一（ 54）一
英国 -1.267 1 東欧 ＋０．１９９
西欧 ← 0.810 i その他
インド ー0.123 ：ポンド地域




























































































































('.: 各党代表 5人委員会を設け， （与党が選挙干イ歩のため行った重大な不法行
為，圧力ラ恐迫，買収」を暴露する正式報告案を作成， Daccaでの会合に提出。
























































































































































































































































































































































スノンは， 東西分割以来終始 A貫差別待遇を受けて来；三c 東パキスタンは1947年以来




















／ 戸 口 、
















よち ペキスダンでのカノレ／テルラ トラスト， L, カノレテ
J現を阻止するために下記の諸措置を提唱するへ
とl. 英国ラ日本ラ るカノレテノレ，トラ



















































































































































































































しての大統領AyubKhan，外相Bhuttoの発言一 ことにAfroAsian Seminar on Art, 




















































Nurul Ameen, Hamidul Haque Choudhury, Abul Munsur Ahmed, Manlana 








同公社総裁 Maj-Gen.Malik Haq Nawarの説明によると・




















される。すなわち， Indus河左岸の Sajawal地i又が Karachiと道路で直接結びつき，
jJ,j地問の道I二距離がT二分に 80マイルに短縮されるからであるc この橋は， Kotri, 
Suklrnr, Attockに次ぎ Indus河第4番目の橋梁となる。
〔経i斉J
, Titas地区の天然瓦斯の利用開始 The Pak Shell Oil Companyは1962年
Brahman bariaの Titasに良質の天然瓦斯を発見し（現在の生産能力 2から日産0.2
億立方ブィート），本年末までにこれを商業的途に供する，と発表。
この瓦斯は，主として家庭用に供給されるが，さらに発電用に使用する予定。生産
目標 200megawattの火力発電所を建設し，これに瓦斯を供給する G これの建設費
約1.41宝ルピー。配送電網はすでに theEast Pakistan "¥Vater and Power Develop-
ment Authorityの手で建設ι着手。この発電事業につき PakShell Oiし州政府ラ
East Pakistan Development Corporationの聞に協定成立。 PakShell Oilは同天
然瓦桁の商業的利用事業には 10%を，残る 90%を東パ工業開発公社が出資。東ノζ



















ぐって内部対立が深刻化している。これら対立グループは PakistanMuslim l,ea.gue 
結成の際にもあり，いまや［司会・地方議会選挙の党公認候補をめぐって再び活主に




V野党連合系国会議員団は統ーを呼びかける The Combined Opposition 
National Assembly Parliamentary Partiesは本日の会合でラ野党連合， National
Democratic Frontの指導者， その他すべての野党系分子によびかけ， あら（ゆる努
力色民主政治回復に結集すべき重大な時期に直面して，続ーを実現せよ，と訴え
fこo





















































































































































2 {tt656E), 97Jノレ ： 一
i,J倍、去 U,Thantを訪問Lて Kashimir問題につき次の如く抗詰Lたっ
Kashimirにおけるインド最近の行引はヲ Kashirnirにかんするかつての諸国、一一
次訴（氏）技自決を指示〉の侵犯でありラ ことに Kashimir紛争にかんする 1964打：
3月18日の安全保障理事会の directiye（インドラパキースタン両国が「事態をさ 7
に悪化するいかなる措置をも差控える一！ことを希望する， とし、う〉（こも反するこ














←（ 84 ）一 180 
パキスタン
うち， 1964牛12月31口現在ラ 11億ドlレが使われた。











Vパキスタンエ業信用・投資公社の貸出条件の緩和一一同公社理事長 A.W . 










(4) 同公社と IndustrialDevelopment Bank of I叫王istanとの業務重複につい
ては政府の投資奨励局 InvestmentPromotion Bureauがその指導ラ調整に当るo
c経済］
▼パキスタン工業信用・投資公社の実務実績━━━Pakistan Industrial Credit and 





一 181- 一（ 85 ）一
パキスタン
分208件のうち74件の企業家は企業経営初心者。











流をなす NationalAwami PartyとCouncilMuslin Leagueとの指導者の間で選
挙参加をめぐり意見が完全に対立した。 Jamaat-i-Islamiは Daccaで開かれる中央
運営委員会の結論を持つこととした。
Peshawar地区野党連合運営委員長・地区 CouncilMuslim League会上三 Aどhad















(3) Karachi市当局，その他政党，団体は 2月 8日の同委員会再開までに証人




l CENTO事務総長，地域内調整の必要を説く一一同事務総長 A.A. Kh:Jlatbary 
は Teherranから Karachiに到着の際，記者会見で来訪の目的などにつき次のよう
にi克明





(2) CENTO加盟諸国による共同市場の設置： RCDが結成される以土！ その
必要なない。
(3) 英労働党政府の対 CENTO態度：保守党のそれと変らない。
(4) 4月 Teheranで開催予定の CENTO閣僚理事会の各種議事日程に叶する
加盟国政府の見解を調査する恒例の巡回旅行である。
(5) 大統領 AyubKhanとは CENTOの最高最重要問題を討議する予可。
旅行の日程： 26日国防相 NazirAhmadと会見ラ 271=¥大統領 AyubKhan，陸














(5) 教育関係：第 1次計@Iの13倍に。ことに技術方面に重点を置く c
l月 25日









違Lている。とくに回教連盟（評議会派）， Jamaat-i-Islami党‘ Nizam. i. Islam党











' 19パ州知事， Karachi事件関係者に対ーする措置を断言一 西パ州知事 Malik







































'i Ir.du己主tJ戎開発；事長iこ対するti日良の寄与～一vVater and Power Development 
上るとラ 世銀資金の払出は；｛封、百22.51)吉；ノレピー (1月末現在〉。こ
「1訳





0.4億Yレヴー： TarbellaDamの建設。 うち， 0.3信ノレピーは準備作業，地質問
三p 技術調主のためο
0. 75f；きrレピー：同公社の支出分つ
-185 一（ 89 ）一
パキスタン
〔経済政策〕


















(1) 漁業開発のためj魚港を 2カ所建設する： 1つは束ノミσ）Chittaんg仁mg；二‘ （ 也
は函Aノξの Mal王ranz毎岸に（すで、に使用されている；魚令











V ゴム工場ストライキラ 11日日に入る一一Nationalτyreand Rubber Company 










































































































































(1) 次回の CENTO閣僚理事会の Teheranでの 4月7日開催は，加盟5ヵ国
（パキスタンを含む〕の同意をえた。
十（ 94 ）一 -190← 
ノ主キスタン
（二） 大統領との会談は「非常に有益，この上もなく満足Jすべきものであっ







q初は Teheran経由 Ankaraを訪問の予定であったがラ直接に A叫（araに赴きラ
その浪 Churchill氏の国葬に参列のため Londonへ行くことになった。
〔経済協力J
T 商相， Afro-Asian Conference 加盟国間の協力を訴える一一商相 Wahid Uz-
zan1onは次のように示唆した。























































一（ 96 ）一 -192-
パキス夕、／










l Pakistan Press Associationのしahore支局編集部長，殺害さる一一同部長 Zamir
Ahmad Qureshiは射殺され， AbdulBaqi Baluchは重傷。加害者は簡にまぎれて
逃亡。 AwamiLeague所属の西ノサ十｜議員Baluchを暗殺するためであったといわれ
ている。同夜， ZamirAhmad (29歳）は，国会議員である MalikGhulam Jilani 































































(1) Pakistan House International Ltd.の創立。
































(1) 人rl1人当たり所得 ｛ 
（単位：ルビー） ll963/64年度
269 (100 ) 355 (100 ) 
305 (113 .4) 388 (109.3) 
粗生産の増加率（%） (1959/60年度対｝ 5.8 
¥1963川4年度 ／ 
部門別の年平均増加率（%）（ I ) 
4.9 
農業 4.3 3.0 
工業 10.7 7.5 
その他 7.8 6.3 
州内生産（1959/60年 ' /.
































数年の進歩は顕著でラ Multanの棉花研究所 CottonResearch Instituteに品質改
良事業を集中する。｜司研究所は次回の会合までには開業の予定O 目下 Thaltaの
Research Centerで長繊維系の米棉，エジプト棉の試験栽培が進められ，好成功
を収めている。加工商では PakistanInstitute of Cotton Research and Technolo-
uが中心で研究が進められている。
l State Bank of Pakistan総裁ヲ東パキスタンの金融情勢を高評価一一一Eastern











Mohammad Shoaibは，セイロン首相 SirimaBandaranaikeおよび蔵相 Dr.N. M. 
Perc:raとセイロンへのパキスタン産米の補給につき友好的に討議：
(1) 補給が必要となったのは他の給源からの正常な補給が阻害されたため。












Engineers, Frederich R. Harris Inc.0 この結果，現在利用されている仁川lna碇
泊地がこれと替ることになる。
(2) 第 1段階での投資額は 2.1億ルピーで， 5ヵ年間に亘る。港市と連柊路と
の建設は第3次 5ヵ年計画に組込まれる。















(9) Khulnaから Bengal湾に至る7k路は一般に Pussur河として知C"）れている
が， 4つの河川iから成り， Ganges河 3角川｜地域に属し， i高汐の影響をそけるつ
1月30日
〔政治〕
甲西ノザH議会から野党退場一 野党首脳者 KhawajaMohammad Safdarは州議





一（ 102) - 198一
ノ， －＂→ 
-,  ／、シハ ン
ついで野党と中立派との各議員は退場し，議事は一切J中止された。


































のため，既存の機関2つ一一仔） Export Promotion Bureau （自主機関だが，そ































































vパキスタン連邦ジャーナリスト連合など，全国新聞社に l月31日， 2月 1日，
抗議のための休刊を訴える。━━━PakistanFederal Union of Journalists会長
λsrar Abmad, Council of Pakistan Newspapers Editors委員長 FakhriMatri, 
All Pakistan Newspapers Society会長MahmoodA. Haroonは，全国各新聞社ヲ

























, Local Councilsの任期延長一一BasicDemocracies Order (Amendment刈）rcli-
nance 1965が大統領から公布され， 1959年 BasicDemocracies Orderを1部改百
した。
理由は，多くの localcouncilsの任期（ 5年〉が 1月末またわ 2月中に満了する
こと，議会選挙後に任命するのが適当なこと。
V全国にわた仏新聞紙の一斉休刊一一1月28日夜 Lahoreでの新聞記者五lTilr





CENTO Microwave Communication System （建設経費0.3億わレ）が完成ラ日下
一（ 106) 一 202
パキスタン






















T North Waziristan Agencyに0.2億ルピーの開発資金割当一一一同官庁に第3次
5ヵ年計画にもとずき割当る。この開発計画は各種の開発事業のほか，教育ラ保
健『交通を含む。 (2-7) 
















































出競争力維持をはかるような原料，機械の輸入。 (1 13) 
〔経済〕


















, Bandungでの IslamicCon£ ere neeに参加を同意一一Bandungで2月20日から
1週間開催される同会議に出席することに同意。










































には異議なくラただ呼称だけの問題と伝えられている。 (3 9) 



















(:¥ 今や学生l士一三トライキを u二めて，学業に復帰すべき好機である。 (4-13) 
〔丈f乙〕








































Saeed Begは地下に潜行していたが， 4日夜公安維持令により逮捕， 1ヵ月間措置
されることになった。
同連盟書記 MohammadY ousafはまだ逮捕されていない。 (6-6〕
2月5日
〔政治〕
































的な歓迎振りを示された。これよりさき，外相 Z.A Bhuttoは Karachiに一行を



















































(2) 第 3次5ヵ年計画の枠内で、の農村振興計画案は総額25億ルヒ。ー， うちヲ東
パ15億ノレピー，西パ10億ノレピーである。
(3) 農業生産技術改善のための前貸金額は 6.6億ルビー， うちラ 4億ノレピーは





に攻撃したが，州保健相の答弁で解決された。 (7 1) 
V東パ知事，法と秩序との維持を力説，かっ，教育の進歩を誇示 東パ知事








（単イ立：億ノレピー〕年平均 1962年 1963/64年度 1964/65年度
0.35 2.5 2.8 3.5 
（ロ） 教育施設：医科大学7（うち， l校の開校は近い），士官学校4，大学は
既存のほか 2校が近く開設。
け 学生に対して，勉学に専念しラ国家の期待に応えよと訴えた。 (6 6) 
, East Pakistan l¥1uslim League書記長，野党連合の分裂を宣伝する一一同書記
長 HashmuddinAhmadは，野党連合の国会選挙戦参加の決定が「同連合内の左右
両派間の本来の対立」をはかなくも暴落した，と次のように語った。




ワム】 一（ 115) 
パキスタン














T首相 Pompiclouのパキスタン訪問に対ナるフランスの反響 同首相の 4日間
にわたる公式訪問が，アジア各地における平和維持と貿易・経済開発の促進とに寄
与すると，パリーの情報通の外交評論者達は期待している。
パリーの主要新聞紙は，今回のパキスタン訪問に際してラ大統領 AyubKhan 0) 
指導力と PanditNehruの死亡後のイン iごについて社説を掲げて下記の如く：i：張し
てし、る。
(1) 外交面iでは：大統領 AyubE三hanの独立した外交政策乞 60年代における





















推察するに，まず中国を訪れ， 5月第 1週の Algiersでの Afro喝AsianCon£ erence 
からの帰途にソ連を訪問するとみられている。ワシントンヲパリー，ロンドンの訪











べき解決につき援助を約束した，と伝えられている。 (7 1) 
タ7↑動l




















Karachi大学など Id休暇後学校を再開すると声明した。 (6 6) 
〔対外関連〕














vフランス首相の 1くarachiでの記者会見： 同首相は，フランス外相 Comァede 
murville，パキスタン外相 Bhuttoも列席した。 Bhuttoの Clihton官邸での記者会
見で，次のように語った。



















検討の結果は中央政府に提出されることになっている。 (8← 3) 













V野党，政府与党と交渉一一一Pakistan Obsewer による AbdusSabur Khan 
（国会議員，政府与党指導者）は Daccoでの記者会見で「政府与党および野党の間
で相互の理解をうるため話合いがはじめられている。野党というのは Couneil













この Khan発言に対して東パ NDF書記長 MahmudAliラ東パ AL書記長
Sbeikh Mujibur Rahman, Nizam-i・Islam書記長 FaridAhmedはこれを否定し
たu また評議会派の東ノミ書記長Sha五qulIslamも「わたしはそうした動きを知らな
¥r'J と否定した。この Khan発言について PakistanObsen’er紙は「これは与党
が野党の中に淀乱をまきおこすために注意深く仕組んだものだj とのコメントをつ
けてν、るo
v野党との妥協工作一一－Daw刀による一一交通相， Pakistan Muslim League 

































































V フランス首相 Pompidou－行，デリーにl中I発一一一この一行は 3日にわたるパキ











繊 系住 4,329,807 4,936,986 
羊 毛 2,485,374 3,604,239 
家畜飼料 808,637 867,859 
なめし皮，毛皮 786,765 866,222 
天然動物性食品 559,886 490,783 
スポーツ用品 443,733 465,026 
対英輸入 （ポンド）
品目 1964年 1963年
機 ti主 15,025,448 13,717,511 
運送用設備 7ラ837,458 9ラ241,546
電気機械器具 3,151,546 4,330,947 
鉄 長岡 1,960,277 1ラ600ラ071
化学製品 1,863,701 1,222,052 
金属製品 1,639,489 l,601,53S 
染色なめし製品 1,371,147 1,245,599 









































































v Sinjadi炭鉱の爆発事故一－9日夜， Quettaから約40マイノレの Sinjadi炭鉱で
爆発事故があり，従業員19人が死亡した。パキスタン独立以来ヲ同地方としては最












































(4) 3つの保険プーノレを設置し，パキスタンでは PakistanInsurance Corpora-






































開会に際し FAO事務局長 E M. Ojala，東パ知事 AbdulMonem Khan，商相













































League, National Awami Partyおよび Awami Leagueの各党代表を含む）はp
Pakistan Muslim Leagueとの安協工作が各党代表と行なわれたとの説を断乎否定
した。
Council Muslim League書記長 SardarShaukat Hayat Khanは， Lahoreでラ
同党のいかなる人もグループも与党と話し合をする権限がなく，同党はあくまで民
主政治回復のため Jinnah女史の指導の下に闘争をつずける，と語った。











































この Seminarは研究テーマを 4つ 付）Afro-Asia諸国の現代文化の研究（ロ）低開
発諸国における創造的な芸術家の役割付歴史的な視角からみた Afro-Asia諸国間の
文化連携仲同地域における言語ι文化上の統合の諸問題一ーに分け， 2 JI 14日ま
で催される。 〔111) 
l Afro-Asiαn 芸術・文化ア力デミーの設立一一－Afro岨Asian芸術，文化，文学

















(4）世銀には 3月末までに報告を提出し，同世銀の consortiumの会合は 5月
に予定されている。












事終了して11日午前8時半，予定より 2時間半早く Lahore空港を出発， Teherran
にrCiJけ帰国の途についた。 (12-11) 
v外相 Bhutts, Afro-Asian Seminarで Organisationfor African Unityの構想の異体



































いささかの妥協も取引もおこなわれなかった，とも付言した。 (13 -1) 
, COP, NDF合同立候補者公認さる一一 COP議会対策委員会および NDF選挙
対策委員会の合同会議が国会議員選挙立候補者をきめるため Daccaで、開かれた。
主同会議は立候補者の大部分を満場一致で決定，残りの一部は13日に決めて発表さ

































段階の完了は本2月末。またラ同計－画のもう 4 つ別な開発計画は Tarbelaで実施さ

























































T Qasuri，民主政治支持を国民に訴える一－West Pakistan National Awami 
































Organisation of African Unityの諸原則に従って紛争を解決する一つの Afro-
Asian機関の設置についての最近の示唆についても協議したが，両国間に原則的な
食違いはなかったと語った。 〔15一1)
















, National Steel of Pakistan Ltd.のKarachi製鋼所建設用の外貨借款1.24億ド
ル調印近し一一この借款の申込先は Exportand Import Bank of Washingtonで
一 231一一
パキスタン
米国の Consultantである Merrs.McKee and Armsoの報告にもとずく。
National Steel of Pakistan Ltd. （現地の Consortiumによって設立された）は
はじめ0.68億ドルの借款を申込んだが， 1964年5月訪米のパキスタン代表団により
増強修正された。





































貸出総額の10々らがこ15家族の分で， 90%が「小j家族の分である。 (14-11) 
2月 14日
〔対外関係〕











させるべきだフと勧告し，また， Colomboの Afro-AsianWriters Bureau, Cairoの






















国会選挙については，大統領 AyubKhanとも協議したが， PakistanMuslim 
League公認候補者は最適任者を選定したのであるし，また，同党は無条件的；二一
般国民にその扉を開き，その支持を期待する。













③ 立候補者は 1000ノレピーの供託金が必要で，届出用紙は， この 1000，レピー
かNationalBank of Pakistanか GovernmentTreasuryか Sub-Treasuryγ に頂
金されてし、るという証明と共に，提出されねばならない。 1000ルピーは立民捕 1
人につき必要なものでう届山用紙の枚数には関係ない。
Y COP, l'-!DF合同の公認候補35人きまる COP, NDF合同の公認候桔ずお人
がきまり発表された。各政党の内訳は以下の通 i)' 
AL (14), CML (4), Jamaat-i-If品mi(6), NAP (2), ¥ i,-amふIslami(2）ラ i¥'DF
(7）無所属（1)
V束パ知事解任の唱を否定一一一大統領秘書 N.A. Faruqiは AbdulMonem Kha口



























































































V大統領 Ayub Khan, 4月に訪米一一米国のホワイトハウスは大統領 Ayub
Khanが4月25日にアメリカを訪問すると発表した。同大統領は米大統領 Johnson
と2回会談を行い，米・パ関係，その他国際的諸問題について意見の交換を行う予











Swatの AurangzebvValiahad, Mianwaliの MalikMuzaffar Khan, Bannuの





, Pakistan Muslim Lea呂田幹事長，党非公認立候補者に撤回を要求一一Pakistan
エfoslimLeague幹事長 AbdulVvaheed Khanは APP記者とのインタピューで党
非公認立候補者に要旨次のような要求をした。








曹インドネシア外相 Subondorio，大統領 AyubKhan, Bhutto会談一一インドネシ
ア外相はPawalpindiで大統領AyubKhanと会談，マレーシア問題について話合っ


























より Jλ トに突－入している」とのベたO また Karachiの RailwayMail Serviceの 120
人の第 4級労働者のうち 95人が 17日よりストに参加している。 その他 Lahore,
Hyderabad, Rawalpindi, Nawabshah, Sukl王urでも郵便配達夫および下級労働者
がストに突入し，郵便労働者ストは西パ全域に広がった。
〔対外関係〕
, Ayub Khan-Ne Win共同コミュニケ発表一一大統領AyubKhanとピノレマ革命











































ている。米の価格も上昇し， 1maund当り米価は 1ヵ月前の 26；レピーから 32ルピ
ーに上昇した（これは同地で amanの米の不作のためといわれている）。ミルクの
上昇もひどく， 1 seer当り 1～1.25；レピーで， ミルクを毎日飲める人はほとんどい
ない。肉類も上孔羊肉は 1seer当り先週の2.50，レピーから 4；レピーに上昇，牛肉
は同 1.5ノレピーから 2.50ノレピーに上昇している。からし油も価格は下らず， 1seer 
当り 5！レピーで売られている。玉ネギは1.50ノレピー，ガーリックは 2！レピーである。
Dinajpur：米の価格が上昇，もみの卸売価格は1maund当り去年の10.5～11，レピ



























条件は無利子， 10年措置き， 20年間Jg済，返済はパキスタン商品の輸出によるc 借



















































































































































V野党連合・ National Democratic Front共同立候補者発表一一野党連合議会局
とNationalDemocratic Front選挙委員会の合同会議の結果，国会議員立候補者を
7選挙区を除きすべて決定，発表した。 AwamiLeague, Council Muslim League. 





Awami League 31 I Muslim League 2 
Council Muslim League 15 [ National Democratic Front 15 
Jamaat-i-Islami 
Nizam-i-Islam 
7 I National Awami Party 




































起し， NationalAwami Partyと他の 4政党とに分裂するかもしれないとみられて
いるO ことの起りは野党連合， NationalDemocratic Frontの代表者会議に際L,
指名をめぐって意見の一致がみられないことから， NationalAwami Partyの東パ
書記長 HajiDaneshが他の 4政党を非難する声明を発表したととに始まる。この
声明に対し CouncilMuslim Leagueタ AwamiLeague, Jamaat-i-Islami, Nizam-
i-Islamの4政党が反対声明を発表した。声明の内容は以下の通り。
われわれは NationalAwami Party書記長が23日付地方紙に 4政党を非難して
いることに注目している。そして NationalAwami Party指導者が野党連合の 4
政党， NationalDemocratic Frontによって一致して指名された立候補者リスト
の発表に驚いているというのを聞いてびっくりしている。問題なのは National
Awami Partyが野党連合， NationalDemocratic Frontの5日間に亘る代去者
会議，またわ各政党聞の調整工作の後でこうした非難を行なっている点である。





待つことができず， 4政党と NationalDemocratic Frontだけで立候補者をきめ、
発表したのである。
















































































































1960/61 4.53 0.44 
1961/62 5.73 3.85 
1962/63 3.40 14.14 
1963/64 7.50 14.34 
同総裁は，不健全な情勢を生むかフあるいはヲ経済発｛誌のテンポを抑制ナ
ずれの政策を選沢する最終責任が自分にかかってし、る，と諮った。
苦を，しかもできるだけ早い改善を意図するとし、った。 (24 一 1) 








































































































現在，パキスタンの余剰米は Joshi米および Kangni米合計・30万トンでフ 1964～ 
65年度の良質米収穫は記録的で、あった。 (26 6) 
〔経済協力〕
V世銀，西パキスタンのジュート工場に貸付一一国際金融公社（世銀の子会社）
は，パキスタンと英国との合弁の西パキスタンの CrescentJute Products Ltd.の
設立に融資すると発表。
投資総額0.48億ルピヘ うち国際金融公社の引受額は 195万ドノレ（この 1部は新








































































































































Pakistan Muslim League 1:33 
野党連合と独立 320 ( 2-1) 
l Pakistan Muslim League，東パキスタン候補者16名を除名一一党規違反で16名を


























































出代金返済期限は 4ヵ月）。ノミキスタン側は StateBanl王 ofPakistan Karachi、Da-






































新開発表によるとラ EasternRefinery会長AbbasKhaleehとB山 ・mahOil Com-
pany取締役 J.F. Strainとの協議でヲ新会社の普通株の51Soをパキスタン側が出





24ラ25日にパキスタンを訪問するラと IF-i1副総理が語った。 ( 7 ‐１1 ¥ 
日至；：斉ithブJ〕
菅原子力発電所建設の力ナダ借款取消か一一一計画委員会副委見長 SaidHasan <n 












































































は予算相 HajiMohammad Hassan。インドネシア代表団は27日夜 Karachiに到着，
1日より協議に入ったが，約2週間滞在， 3 n 14日離l司の予定。
全体会議の決定により 5部会（貿易・経済協力，航空，海運，文化協力ヲ技術協













































年齢別に〔4才， 16才， 60才を基準に〕 4グソレープに分けられる。季節的影響を考













とこのように訴えた。 C 9-5) 












蓄を動員融通するほかに途がない，と。 C 9 一s) 
曹酉パキスタンにおける水・電力資源の開発一一標記にかんする広範な計画の作
はにかんして世銀の作業クツレープの作成した案が高責任者の間で検討された。パキ






















この際， 同学部は Karachi大学と UrduDevelopment Boardとが示した実績を高
く評価した。なお，同大学が5年前に行った勧告をみずから実植する計画をただち











工業をこの対象とする，と述べた。 (10 11) 
V米国との原子力発電所建設融資にかんする協議ラ停頓一一米国側の報道による
とう米国とパキスタンとの間の標記の協議はー一時停頓している、
























































に発見。 (15→ 8) 
3月 15日
：政治〕


















































































































0ff:iラ ＜＞キスタンは外相Z A. Bhuttsで，全会議を通じて外相Bhuttoが議長席に
ぜコし、
各国代表は「平和な地域協力の手段」としての RCDへの信頼を再確認し，また，








V西パキスタン州財務長官，生活必需品価格の引下げを公約 Paristan Muslim 
Leaどue候補者の選挙後援演説のあと， 西ノミキスタン州財務長官・西ノ；キスタン





































































Pakistan Muslim League 51 49 13 2 115 
Combined Opposition Parties 1 8 。 。 9 
i…叫 。 1 うち Awami League 。 「;J 
Council Muslim League 。 2 
National Democratic Front 。 4 。 。 4 
独立諸派 6 9 3 （） 18 
未確定＊ 1 3 。 。 4 
／口玉、壬pl・ 59 73 16 2 150 
市未確定の 4選挙［；＜：の分は競争候補者の得票が今のところ同数。
24名の前議民が落選した。このうちには野党連合の指導者達（その主なものは






Dacca市では CouncilMuslim League；総裁 Khawaja芹hairuddinは州交通相
Khwaja Hasan Askariを破った。西ノミキスタンでは唯 1人の野党連合候補者Hasar,
A. Sheikh （大統領選挙のときには Jinnah女史の agent）が当選しただ、けで、あるこ
全国に五りこの度の選挙は平穏裡に終った。 (22-1) 









































列席者の二iてな人々は Dukeof Edin burgh，イラン外相AbbasAram，国会議長

















2月中 － 4月初から 2月末まで














V新内閣の組織一一大統領 Ayub Khan は4名からなる中核内閣を任命C
l¥fohammad Shoaib （大蔵）， Z. A. Bhutto （外務）, Khan A. Sa 1mτ （交通〉，（以
上宮任〕 KhwajaShahabuddin （情報・放送〕の 4名。残る間｛京ポストはさしあた
り大統領が兼務。
新入閣の KhwajaShahabudclinは12年後の復帰で， Quaicl-i-MillatLiaquat All 
Khan内閣で内務・情報相であった。その後ラ西北辺境チ！？知事およびサウジ・アヲ
ピアラナイジエリアフカイロ駐在の大使を歴任，最近3年間第一線から退いていたc
西パキスゲン州知事も中核内閣を任命， 3名は留任ラ 1名新任（MasrnlSadiq 
大事・税務， Ghulam Nabi Memon一法務・州議会・情報ラ lviohammad Y asir 
vYaUoo 教育・行刑，新任KhanKabibullah Khan ━━━━収入・社会復帰・土地利用）。
Kahibullah Khanは最近まで中央政府の内相であった。閣｛京全部の補充は地方議会
選挙後に，選挙後の地方勢力の移動を配慮して任命する予定とし寸。それまでチi付与す
事:7，；兼務。 (25 1) 
〔対外関係〕
T Prince Philip (the Duke of Edinburqh）の来訪一一Dukeof Edinburghはラ 21日
直接， Rawalpindiに到着， 22日には Islamabad,Mangla Damを訪問ラ Manglaで








































1956 420 256 
1960 760 532 
1961 542 400 
1962 841 527 
1963 1,304 744 
1964 1,772 1,097 (24-11) 









































随員： BegumAurangzeb，外相 Z.A. Bhutto, Begum Bhutto, Prinは Aura-
ngzel, Prof. G. W. Chowdhurr：＞う GhulamFarnque，外務次官 AzizAhme仁！？ 東
パキスタン州官房長 QamarulIslam, 情報省次官 AltafGauhar, 空軍中将 :-Joor




















































































































22日に現地で申合せ事項実施状況を確認することとなったが， 26日挽くな ／） ても
パキスタン側関係官への国境通過許可証はインド側から発給されていないじ
パキスタン側の情報では，その後インド側は Rangkur,Cooch-Bihar国境地帯に
依然兵力を増強L, 1万人を超えるという。 21日には Ran乞purCooch-Bihar 同境
地帯で戦闘があり，パキスタン似jは多数の兵器を捕獲したという。 Dahagra町周辺
での発砲は24日になっても止まない。国境地帯の緊張はやまないο
0主） 粉午？の経緯（パキスタン｛lJの情報による） : 1965年 1月 26日以来‘ 子ン I'
軍は Dahagrarn周辺に只力集中，新旧陣地を増Grtしその兵）J約2000人1二三しう
同突出Jt包を散壌で包凶， þÿN LJ J）交通（食料，灯油の補給も）を遮断， 2月 21：干
はイント、兵が同突出地に氾入， H:t＼；を強迫して立退きを命じ， 2月日：］ ι：土
Rangpur, Cooch-Bihaτ 心双 }fCl）弁務官代｝引が会合して，明大する緊伝士緩和
するあらゆる措問を講ずることに合意。 1¥fバキスタン政府は刊べンカルfrliF之／日
とこの問題を協議，インド当1,0J〕侵！附i下J，戦闘'fir(似行為に抗議。 3月刊fL イ
ンド軍が国境から 150ヤードの献に散埠を構築，同地周辺と国境地主こ l r了、jJ
を集中， これはイント、・ハエトスタン陸と規約の侵犯である旨四ベンカ，，，小I'!氏）仔
に通告。その後，インド兵は日突出地に侵入，物資を取み，あるいは放ゴ＼.I＿，て ｛1:=.






領 AyubKhanは外相 AZ. Bhutto等を随えて午－前DaccaをPakistanInternational 
Airwaysの特別機で出発L，午後北京に到着。 8ヵ日間にわたり大統領AyubI{han 



































































































































the Rann of Kutchにおけるインド部隊との衝突ラ そして地味ではあるが経済の比
較的順調な発展，最後に不幸な事件としては東パキスタン南部の cyclone被害と Cairo
附近におけるパキスタン国際航空会社機墜落を挙げなければならない。
大統領 AyubKhanとその指導する PakistanMuslim Leagueの政治支配は 1月の大





































































































-177- 一（ 195 ）一
ノミキスタン
より0.5%程度， 1年前より 6.7%騰貴した。工業労働者の場合では騰貴はもっと大幅















の輸入があって，届際収支はさらに悪化した。この 3ヵ月間の貿 b会赤字は 6.48億ノレピ
ーに激増した（これに比し前年同期のそれは2.48億ルピー〉。
この結果ラ外貨準備は2月末には2.48億ドノレ（1964年11月末2.50億ドノレラ 1964年2
月末3.31億ドル〉となった。しかもこの場合， 1月には IMFから 0.16億ド、／レを引出











































































Kazi Abdul Kader－食糧・農業； SultanAhmed Choudhury of Chittagong一
保健・厚生； Fazlul Bari－歳入； M. N. Huda （前計画委員会委員）一財政，


































































































また同首相は BenBella, N osser両大統領との討議内容も伝えた，という。
4月4日
〔経済政策〕
V通貨供給高の減少一一通貨供給高は， StateBank of Pakistanの本年 1月16日
に採用した信用引締政策一一通貨供給と物価との急上昇傾向を理由とする一ーによ
り，抑制された。
公式見積りによると， 1965年 3fj 19日までの 5週間に， 通貨供給高は 89.74億ル
ビー（減少2.50億ノレピー〉に減少，銀行信用総額も0.70億／レピー減少（その前の 5
週間には0.32億ルピーラまたラ昨年同期には0.12億ノレピーのそれぞれ増加）。

















































T 8日TheRann of Kutchでインド軍進出。直ちに撃退さる。死体ム兵器弾薬
等物資多量を残して後退。士官4名を含む捕虜35名をパキスタシ側収容。
































































































v大統領 AyubKhanのソ連訪問一一ー大統領一行（外相 Bhuttoも日行〕は 3日朝
Karachiを出発（中国首相！苛恩来も見送る〉，同H午後 Moscow着。 これから公式
訪問開始。 4月6日(T)Leningrad訪問と 9日の Tashkent,Samad王国1d等訪問から





































































































































インド高等弁務官を外務省に招致， theRann of Kutchにおける戦争類似の準備
と戦闘行為との即時中止につきインド側から保証を要求。
また，最近数日間にインド首相LalBahadur Shastriおよび外相SardarS,varan 








































































1960/61, 1961/62, 1962/63, 1963/64, 1964/65 















’The Rann of Kutch紛争にかんする 4月 11日付けインド政府書簡に対する回答
一一この回答をハ）キスタン政府は，国連常勤ノ〈キスタン代表 AmjadAliをして，国
連安保理事会に提出させた。インド側の主張ー一一パキスタンはインド侵略を企図、



































































1965年 1月インド部隊は突然同地域に侵入， Karimshahi,W agjogot, Sadarに警備
所を建設， 4月第1週には Ding西北部のパキスタン領内に侵略，パキスタン側は













































同機関の副総裁 L G. Zubkohが Karachiの新聞記者会談で、語ったことだが，
この結果，両国民間の友好関係のため新たな機会がここに開かれ，また‘詑復20日






























































問， theRann of Kutch紛争にかんする米国政府の関心と｛亨戦にかんする米国政
府の懸念を伝えた。
英国高等弁務官 SirMorrice Jamesは外相Bhuttoを訪問‘英国政府の停戦案を




the Rann of Kutchを no-man’slandとすることを条件とするようである。
外相 Bhuttoは米英使節に，パキスタンに圧力を加えるよりもヲまずインド側を
説得すべきであるラと語ったという。














































































































V大統領 AyubKhan, the Rann of Kutch前線各部隊を歴訪、慰問激励する。
5月20日
〔航空事故〕
T Pakistan International Airlines機の墜落一一同社所属ジヱツト旅客機 Boeing
720-Bは空港着陸前， Cairo東南 12マイルの砂漠中に墜落？乗客・乗組員合計128
名（うちパキスタン人88名〉のうち生存6名，死亡 122名。乗客中21名は新聞人でア
ラブ、連合共和国に招待され， Cairoに赴く途上であったο なかでもAssociatedPress 
一203- 一（221）一
パキスタン




























































, The Rann of Kutch地域の BiarBetに対するインド軍の攻撃を撃退。
5月26日
〔国境紛争〕

























V西パ知事 MalikAmir Mohammad Khan 州閣僚４名を新任した（閣僚数は８名に
増加〉。




















































































































































The Rann of Kutchでの停戦と Kashimir紛争の再燃
インド・パキスタン間の国境紛争で、も，極めて危機的な 3ヵ月間にわたる




英国首相 Wilsonぅ lt:連邦制］ I3υttりmleyとインドフパ二千スクン駐庄のvHLl











































































































































一一経常 勘 定 一 一
収 入：
関 手見 8.980 10.630 
10.850 
中央消費税 8.495 8.285 
9.250 
所得税，法人税 6.325 6.550 
7.400 
で，r己 上． 片手J F見 7.355 7.450 8.000 
手IJ 子 l民 入 4.219 4.671 
5.942 
通 貨，造幣局 0.521 0.598 
0.596 
郵便，電信電話（純計） 0.587 0.576 
0.668 
匡l 防 1.137 1.019 
1.155 
そ 。ヲ 他 2.517 2.810 
3.507 
計（収入） 40.136 42.689 
47 þÿ .ÿÿÿ
→》z
f故 f見 0.502 0.499 
0.565 
民 政 4.794 
4.399 4.741 
匡！ 防 12.965 
13.214 13.609 
民政公共事業・国道基金 0.281 0.169 
0.263 
キ！J 払 4.143 
3.991 4.738 
州政府への交付金（非開発用） 0.375 0.425 
0.408 
その他の非開発費 2.308 2.458 
:3.637 

























































































































































































準備基金からの繰入 2.162 2.321 2.547 
その他の預金，返済金（純計） --0.050 0.706 --0. 777 
その他の資金収入 0.052 0.056 0.514 
現 金差額の利用 0.247 -0.532 2.830 









































































いるが， 5月現在まだ Karachiでは生計費は 1年前より 6%ァ Narayanganj



























日誌 C6, 7, 8月）
I 圏内政治
6 月
1 日 曹大統領 AyubKhan, J初放送で，経済開発を実旋するため，インド・パキ
スタン間での戦争の回避と平和維持との必要を訴えた。
2 日 , Pakistan Muslim Leagueは国会，州議会における婦人代議士に留保された
議所？を続る選挙のため党籍証明書：を交付－した0
4 日 ' 4日にわたる州知事会議は，全政府公務員の停年を55才と定めることに決定。
また， UnionCouncilの委員を指名しないことに決した。
5 日 ' 西ノミキスタン州議会の婦人代議土に留保された議席を続る選挙で Pakistan
Muslim League所属の下記候補者5名全員無競争で当選。 BegumZahida Kha・
liguzzaman, Begum Ashraf Abbasi, Shahabzadi Mahmuda Begum, Begum 
Mumtaz Jamalおよび BegumSaf dar 0 








8 日 第 2次回会は新選出代議土の宣誓を終るとともに成立。 議長 Fazlul Quader 
Chowahurryが宣誓式（ウルド，ベンガリ，英語で行なう〉を司会。婦人代議土
に留保された 6議席に対する PakistanMuslim League 候補者下記6名全員，無
競争で当選。 BegumM. Akram, Begum Khadija G. A. Khan, Begum Zari 
Sarfraz （以上西ノ切λら）， Begum Mariyam Hashimuddin, Begum Qamar Jehan 
Sikandar, Begum Razia Faiz （以上東ノミキスタンから〉。
9 日 V東西両パキスタン州議会とも，議員の宣誓を行ない，正式に成立O 議事：は12
日より開始の予定。
8日現在，東パキスタン州議会における PakistanMuslim League Parliamen旬
tary Party所属の議員はllO名，西ノfキスタンでは134名。
1 日 V正規編制の Mujahid軍を編成することにした。その階級階層はパキスタン
正規軍のそれと照応させる。また，パキスタンはパキスタン空軍に勤務した55才
未満の者を再召集する新しい法規を制定した。





20日 V東パキスタン州知事 MonemKhanの発表によると，同知事は cyclone被害
住民の適切な復興計画 I億ノレピーを大統領に提出した，と。





言した。これにより 1965年 6月30日からさらに 6ヵ月間にわたり 1959年産業争議
令を適用されることとなる。
27日 "f Miss Fatima Jinnah, Council Muslim Leagues党総裁への推戴を辞退。








2 日 T Karachi選出国会代議士 A.K. Sumar , National Press Tr・ustの委員長：に
選出された。
4 日 T Lahoreの“Nawa-i-Waqt”紙編集長MajidNizami は全会一致で Councilof 
Pakistan Newspaper Editorsの委員長に選挙された。
5 日 T Khwaja Shahabucldinは，パキスタンにおいては政党組織に対する制限がな
くなり，また，いかなる政党日も自由に活動できると，語った。




8 日 V阿パキスタン高等裁判所の大法廷は， 7月5日の判決で次の如く宣告した。
四パキスクンの公安維持条例第8条は憲法に保証された基本的権利を侵害する，
と。
































4 日 v国会は BasicDemocratics （改正）条例例案を司決した。 この法案は選挙人
団員を BasicDemocratsに転換し，また，各県委員会p 各地区委員会，各村落委
員会主選挙団体とする。
5 日 ' 7週間にわたる活様な審議の後，国会は閉会した。
亨東パキスタン州議会は， 1965年工場法を可決した。労働条件の改善を保証し
労働者の健康を保護する旋設と用意とが改善されることになる。
12日 V西パキスタン州閣僚3名－MahmoudA. Haroon, Makhdonoom I-Iami“ 






14日 V束パキスタン州知事は閣僚3名－SultanAhmad, Abdul Hai Chowdhry, 
Maung Prue Shive Chowclhurry一一ーを新たに任命した。
16日 V西パキスタン州知事 MalikAmir Mohammad Khanは， 「独立を守護する
ためにはいかなる損害も覚悟し，いかなる挑戦にも応ずる用怠がある」と声明し
















る。 調印したのはソ連を代表して対外文化関係ソビエト国家委員会委員長 S.K. 









Rann of Kutchを繰り 「パキスタンに対し強硬な方針を採択する以外に途がな
くなった」と。
7 日 , Karachi で，パキスタン科学・産業研究協議会議長 Dr.Salimuzaman Sid・
diquiと対外文化ソグェト国家委員会委員長 S.K. Romonovskyと，科学・産
業技術の分野での協力援助の可能性を討議。
F～10日， Sir Charles Cunningham使節団，英連邦移民法運営の実状を検討のため，









高等弁務官に Dr.A. M. Malikを任命することに決定した。
10日 V国連安全保障理事会宛て書簡で，パキスタンは TheRann of Kutch紛争を
公正な調停または裁定にゆだねる用意あることを確認した。




15日 V大統領 Ayub Khan, Cairoを出発するに当たって，大統領 Nasserと会談。
全面的に見解の合致がみられたと声明。なお， 2時間余に亘るfμ,j大統領会談の話




16日 V大統領 AyubKhan, 2日間に豆るアラブ連合公式訪問のi直後，共同声明を
発表，武力行使，その他あらゆる形態の威嚇，干渉を非難しラかかる権利の行使
を阻止する，と声明した。


















































































1 日 ' fンド・パキスクンの全1，・1出締にわ／－.り，＼Ff¥lに1![JW,l'愉：ilきの命令が発せられ
たと， 7月 l1:大統領 AyubKhanはその月初］放送C発去したυ






































22日 , RCD閣僚理事会は調整委員会を設置し，パキスタンはその代表団から 4名
を指名してこの委員会の会合に出席させることとした。










29日 Vパキスタン駐在ソ連大使 Nesterenkoは次の点を発表した。 「若干の具体的
な提案」がソ連，パキスタン両国政府間で討議された。これは米国からの援助が
凍結したのにつづいて，ソ連の申出た経済，その他の援助にかんするものであるの




























23日 V中央政府法相 S.M. Zafarは述べたo パキスタンは確固たる証拠をもって




28日 ’中国，アルジエリアは来るべきアジア・アフリカ会議を Algiersで11月 5日
から開催すると再確認した。















9 日 V輸出または国内工場向けに売却したジュート lmaud当り 50paisaの課税を
中央政府閣議で決定。
l 1日 V東パキスタン蔵相M.N. Hudaは同州議会に， 1964/65年度民政予算追加費
1億5160；レピーを提出した。





M. N. Huda は州議会に提出。

























23日 , rj1央政府蔵相MohammadShoaib，灯油税増税（ガロン河り 1パイサ〕を撤
回，その他の租税は変更しない。

















4 日 V 中央政府商務相 GhulamFaruqueは語った。 中央政府の貿易分散化政策に
よりソ連，中国，インドネシアとの貿易見通しは著しく改善された，と。













17日 V大統領 AyubKhan は財界首脳者の会合を召集して，米国による 2ヵ月間に
わたる新規援助約定の凍結から生ずる事態を討議した。
















31日 V工業・天然資源相 Alta£ Husainは1つの法案を国会に提出したη この法案
は1961年の石炭・天然瓦斯開発公社条例の改正を求めた。
V西パキスタン州知事 MalikAmir Mohammad Khanは釣魚用堰2ヵ所の開

















8 日 A外相 Bhuttoは宣言しフパキスタンとしては経済援助の祭壇に国の主権と白
尊心とを犠牲に供げるわけにゆかかない，といった。






















3 日 v公．私立公認q:i等f芋校全tflSにつさ，ノJキスグン＆！：立後はじめ嶋ぐ， lり65救古
広：b斗ら男女共学制を中止O










21日 V工業・天然資源相 Alta£ Hussain は国会で次の点を明かにした。政的；はただ
ちに強力な機関を設置し， Cyclonesと高潮との被害から束パキスタン人民を保
護する長期対策を広範にわたって調査し，勧告案を作成させる，と。
23日 V空軍元帥 M.Asghar Khanはパキスタン国際航空会社社長，民間航空・観
光事業）｝：長官としての新任務に着いた。
25日 V大統領の母 BegumMir Dad Khanは８０才の高令で死亡，Rehanaの一族墓
i也に埋葬された。
8 月
7 日 V西バキスタン州閣議は， lrfJ州内で 1週間のうち連続2日の肉なし日を{f・び実
施する決定を承認。





Kashimirの民族自決権と SheikhAbdullah, Mirza Afzal Beg両人の釈放とを
要求。
15日 Vインド政府はその支配下の Jammuおよび Kashimirにインド憲法の全条項
一（254）一 -228--
8 月
、ニヤス夕、／ ( 6～8 J=J) 
を！神i次J適用し，かくして「l1iJ地j戒をインドの他の諸州、！と平等に処遇するJこ
とに決したυ
5 日 T Sheikh Abdullahは，彼に対する諸制限を緩和するか，あるいは，監禁地を
伎の郷里近くに移動するか，このいずれかのHH邑を採ることを，インド政）(l'に要
求LfこO
8 日 ’インド支配 FKashimir人民は1存命｜高i議ふ会を1：古｝点， fンlご＇1
族解j攻の戦闘を展開しだしたO
10日 Vインド支配下 Kashimirにおける自 1±戦土は Srinagar Jammu I市交通路士
遮断，インド軍の食料・弾薬貯蔵を押収。
12日 V 自由戦土は Srinagar－ーしiah間交通路を遮｜札 インド平に多数の損害を与え
た。
15日 Vインド首相：iShastriは， パキスタンによりインドの領土は 1インチたりとも
存われない，と語る。















また，インド国防相 Y.B. Chavanは「必要な際には防衛のため Kashimirの
停戦ラインを越える用意があるJと述べた。
T Baramula, Rajauri, Mendhar附近で 3つ激戦が行われたO
-229-- 一（255）一
パキスタン（ 6～8月）




25日 vパキスタン政府はインド政府に対し， AwanShareef (Gujrat地区の 1村
でパキスタン住民の蒙つた損害につき適当な賠償’を要求O 同村－は 8月23日インド
軍重砲隊の砲撃を受けた。
















28日 , Kashimir自由戦士は Uri地区のインド旅団本部を急襲し，敵を敗走させた。

































































































































































































































































































































































































































































































































































Vパキスタン政府，国防公債発行を発表一一 5%利付き， 11月 8日より売出。
売l中I価格は1965年1月 8日から同15日まで 100ノレピー，その後は 1週ごとに10パ

























































































































































































































































作付面積（万エーカー〕 224 210 6.7% 





























































































































































































































































































29日 V大統領アユ7＇・力一ン， 1月l, 2日にアフガニスタン訪問の旨発表。






















































































られた。支払準備率の引上げは1965年 4, 5月とそのつど1.25%ずつ 2回にわたっ
て実施された。これは調整に十分な時間を与えるためであった。
信用部面での種々な措置につづいて，銀行信用の増加率はかなり鈍った。対民間
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